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多田政一博士の著書から（95）詳細版 

第三篇 「全體
ぜんたい

動的病原學
がく

」提唱 

理事 田中敏彦氏選  

1935 年（昭和 10 年）刊行『綜統醫學提唱論』より 
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《本文》 
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究 極
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學理上の全體論
ぜんたいろん

 2 に對て 無條
むじょう

件
けん
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 3
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て
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あた

へ
え
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すべき何物の理由もないであらう。  

余 生理學者とて 、かうてた具象例とて 供
きょう

すべき病人材料の獲得
かくとく
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いちじる
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てか
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會
かい
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てんそう

 を記てた、かうてた病人自己の手記になるこの報告

を眺めながら慢性疾患に對する全體醫學卽治療の奇効
き こ う
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 現代醫
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余 生理學を對象とする者なる故
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 に、かくてた臨床方面の分野に亙て  觸
ふ

 れるべくも

ないのであるが、少なくとも醫學を是正するに 「學術上の論據
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せいこく
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き

述
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 せる如く本書の學的に 且つ通俗に堕
だ

 せるるかうてた「中間的論述 11」 この目

的に叶
かな

ふ
う

であろう。 

 

 



解説     

《語句説明》 

 1 如上
じょじょう

：上に述べた通り、先ほど言てたように 

 2 學理上の全體論
ぜんたいろん

 ：病 や健康を、体の部分で なく、人間全体の構造と働きの中で

論理的にとらえようとする考え方。 

 3 具象上
ぐてょうじょう

：目に見える事や、実際に体に起き いることをもとに考えるやり方 

 4 全體醫術
ぜんたいいじゅつ

 ：体の一部分だけでなく、体全体を一つのまとまりとて 見る医療の在り

方。 

 5 具象上の全體醫術：実際の医療現場で行われる具体的かつ全体的な医術。 

つまり抽象的な理論にとどまらず、実際の診療の場で、全体論を体現てた医療を行

うこと。 

 6 學術卽
そく

治療：全體醫學卽治療、理論卽治療、學会卽大衆 

 7 要則：守らなければならないルール 

 8 論據
ろんきょ

＝論拠 

議論のよりどころ。議論・論証の根拠 

 9 正鵠
せいこく

：物事の核心や要点や急所を意味する熟語 

 10 學術上の論據
ろんきょ

 の正鵠
せいこく

 ：学問的な根拠の核心や急所。単なる理論の提示で なく、医

学を実際に変革てうる革新的根拠。 

★「學理上の全體論」と「具象上の全體醫術」 対になて いる。 

➡理論的枠組みがその理論に基づいた実践医療 

 

 11 中間的論述：学問的過ぎず、軽すぎず、その中間をとてた説明 
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《所感》 

全体生理平衡論の提唱に異議を唱えない人が、治療という範囲で現代医学の行き詰まり

を打開できるかという問いに答えられ います。 

学理上の全体論に対て 無条件に賛同される人が、体に起こて いる事（症状など）を

全体医学的な視点での医療を行うならば、学術 そのまま治療になりうるだろうと言われ

 います。 

（生理学者とて の）博士 、全体医術（全体的に観る医術）がそのまま治療に通じる

のだと言われ いるのだと思います。そて 多くが現代医学的治療（局所医術）におい 

不治の患者です。 

そて 医学を正てく立 直すに 、「学問とて の本質的な根拠」と「実際の治療にお

ける成果」という二つの面に同時に注目てなければならない。だからこそあえ このこと



を書い おられるのです。 

本書の内容 、専門的過ぎず、かといて 単純すぎない、ちょうどよいレベルの説明、

即ち中間の立場で書かれ いるので、理論と治療の両方をつなぐという目的に合て いま

す。 

 

《詳細》 

「正鵠
せいこく

」につい  

「学術上の論拠の正鵠」 、多田政一博士が「全体動的病理学」を提唱するにあたて 、

既存の学術的知見のうちでも、最も核心を突いた根拠・要点に照準を合わせ いるという

意味合いで使て おられるのでてょう。 

 

多田博士の提唱で 、西洋医学や東洋医学など複数の体系を統合てようとする中で、

「学術上の論拠の正鵠」を明示することによて 、単なる思想や仮説で なく、厳密な学

問的基盤に立脚て いることを強調て います。 

 

ここで多田博士 、医学を正す（改革・刷新する）ために 次の二点を同時に重視する

ことが不可欠であると述べ います： 

• 学術上の論拠の正鵠：理論や思想の核心、学問的な根拠の「的を射
い

た部分」 

• 臨床上の効果：実際の治療における成果・実証された効果 

 

多田博士が「正鵠」という言葉を使われたの 、単なる論理や抽象理論で なく「的を

射た、核心を突いた学術的根拠でなければならない」という意味を込め のことだと思い

ます。 

 

第三篇「全体動的病理学」をやさてく解説て みます 

現代の医学で 、からだの悪くなてた「部分」だけを治そうとするやり方が多くなて 

います。でも、それで うまくいかない病 もたくさんあります。 

だから「からだ全体のバランス」が大事だと考え 、「全体医学」という新てい考え方を

提案て います。 

この考えに賛成て くれる人 多いけれど、問題 、それを実際の治療に使て ちゃん

と効果が出るか？ということです。 

私自身 研究者で、患者さんをたくさん治療する立場に なかてたけれど、「綜統医学

会」という仲間の医師たちが、実際にこの考えを使て 治てた患者さんの記録（レポート）

を提供て くれたのです。 

その中に 、普通の病院で 治らなかてた人たちが、全体医学の方法で元 になてたケ



ースもあります。 

もちろん、これ すごく大きな成果で、今の医学がうまくいて いないところに新てい

道を開い いくかもてれない。 

てかて、「理論（考え）だけじゃダメだて、効果（治療の結果）だけでもダメです。学

問とて きちんと説明できることと、実際に人が治ることの両方が大事なのです。」 

だからこの章で 、その両方をててかり見ながら、全体医学がどんなふうに人を助けら

れるかを説明て います。 


